
おおかわきたかた

サイクリングロード
令 和

４年度

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

利
活
用
進
む

大
川
喜
多
方
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
県
道

会
津
若
松
熱
塩
温
泉
自
転
車
道
線
）
の
利
活
用

は
、
少
し
ず
つ
で
す
が
進
ん
で
い
ま
す
。

令
和
４
年
10
月
、
福
島
県
広
域
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ル
ー
ト
が
７
つ
の
地
域
ご
と
に
設
定
さ
れ
、

大
川
喜
多
方
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
も
組
み
込

ま
れ
ま
し
た
。
会
津
地
域
は
「
会
津
の
シ
ン
ボ

ル
を
ご
当
地
グ
ル
メ
で
つ
な
ぐ
ル
ー
ト
」
と
銘

打
ち
、
鶴
ヶ
城
や
磐
梯
山
、
猪
苗
代
湖
な
ど
を

巡
る
ル
ー
ト
で
す
。

福
島
県
で
は
、
今
年
度
も
現
地
調
査
や
検
討

会
を
開
催
し
、
大
川
喜
多
方
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
様
と

話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
案
内
誘
導
サ
イ

ン
の
設
置
が
進
み
、
さ
ら
に
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
制
作
も
新
た
に
始

め
ま
し
た
。

令
和
４
年
６
月
20
日
（
月
）
、
現
地
調
査
を
実
施

し
、
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
目
的
は
大
き
く
３
つ
で
す
。

①
案
内
誘
導
計
画
に
基
づ
く
工
事
状
況
の
確
認

②
矢
羽
根
型
路
面
表
示
の
試
験
施
工
箇
所
確
認

③
広
報
に
関
す
る
意
見
交
換

大
川
喜
多
方
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
は
、
一
部
が

一
般
道
路
と
重
複
し
て
い
ま
す
。
分
岐
点
が
分
か
り

に
く
い
と
い
う
意
見
を
踏
ま
え
、
道
路
に
カ
ラ
ー
舗

装
や
矢
羽
根
型
路
面
表
示
を
施
し
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
へ
の
誘
導
性
を
高
め
ま
し
た
。
現
地
調
査
で

は
舗
装
等
の
状
態
、
視
認
性
、
走
行
し
た
感
覚
な
ど

を
確
認
し
、
参
加
者
か
ら
は
「
自
転
車
道
の
ル
ー
ト

が
と
て
も
分
か
り
や
す
く
な
っ
た
」
「
も
う
迷
う
こ

と
も
な
さ
そ
う
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

情
報
発
信
に
加
え
、
よ
り
効
果
的
な
広
報
の
在
り
方

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

１：現地調査の様子。

実際に走ってみないと

分からないことが

たくさんあります

２：道の駅あいづ湯

川・会津坂下の

サイクルラック。

使い心地はどうかな？

３：サイクリングロード

の周知方法について

意見を交わしました

４：矢羽根型路面表示の

試験施工の状況確認

５：現地調査の最終地点

芦ノ牧温泉で足湯を

体験。自転車旅の疲

れが癒やされました！

１ ２

３ ４ ５

分
か
り
や
す
く

安
心
安
全
な
環
境
へ

【令和４年度の現地調査行程】

熱塩温泉
▼

道の駅喜多の郷
▼

濁川河川公園
▼

道の駅あいづ湯川・会津坂下
▼

蟹川橋休憩施設
▼

大川緑地休憩施設
▼

芦ノ牧温泉

大川喜多方
サイクリングロード

熱
塩
温
泉

芦
ノ
牧
温
泉

詳しいルートはＱＲコードから確認できます ▶



大
川
喜
多
方
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
周
知

に
向
け
、
利
活
用
推
進
会
で
は
広
報
活
動
の
一

環
と
し
て
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
開
け
ば
、

い
く
つ
も
の
情
報
が
目
に
入
っ
て
き
ま
す
。
ど

ん
な
に
優
れ
た
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
て
も
、

数
あ
る
情
報
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
は
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
大
川
喜
多
方
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
事
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
あ
え
て

「
ポ
ス
タ
ー
」
と
い
う
手
段
を
選
び
ま
し
た
。

通
勤
や
通
学
、
散
歩
な
ど
日
常
生
活
の
中
で
ポ

ス
タ
ー
が
ふ
と
目
に
入
り
、
「
あ
れ
、
な
ん
だ

ろ
う
？
」
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
あ
っ
た
ん
だ
」
と

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
ポ
ス
タ
ー
に
仕
上
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
始
め
に
、
令
和
５
年
１
月
18
日
（
水
）
、

湯
川
村
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
ま
し
た
。

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
訴
え
か
け
る

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
や
ビ
ジ
ュ
ア
ル
、
掲
載
内
容
、

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
。

周
知
の
た
め
の

ポ
ス
タ
ー
制
作
開
始

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
た
意
見
を
基
に
６
つ
の
デ

ザ
イ
ン
案
を
作
成
し
、
令
和
５
年
３
月
８
日
（
水
）
、

利
活
用
推
進
会
で
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
ど
れ

も
個
性
的
で
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
も
の
で
す
。

ポ
ス
タ
ー
は
令
和
５
年
度
内
の
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
に

よ
り
早
く
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
協
議
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

６
つ
の
案
が
完
成

個
性
的
で
イ
ン
パ
ク
ト
大

○県外のファミリー層や観光者を対象に。温泉をキャッチフレーズに入れ

て基本色は青。年齢・性別に関わらず楽しめる道を強調する。

○JR只見線全線再開通に合わせて「おまたせしました」のキャッチフレー

ズ。「極上の会津」の赤茶、川の水色と自然の緑などがイメージカラー。

○地元の親子をターゲットに学校へ掲示。サイクリングロードからの風景

や赤べこが自転車に乗っているイメージ。温泉やサイクリングロードの

位置も記載。

○アクティブ層の観光客に向けて、サイクリングロードを分かりやすく伝

える。「四季を感じるサイクリングロード」をキャッチフレーズとし、

都市部の駅や道の駅に掲示。

ワークショップで出た主な意見

ご意見・お問い合わせ

福島県会津若松建設事務所 企画調査課
MAIL : wakamasu.ken.kikaku@pref.fukushima.lg.jp
TEL : 0242-29-5455 / FAX : 0242-29-5459 

福島県喜多方建設事務所 道路課
MAIL : kitakata.ken.douroka@pref.fukushima.lg.jp
TEL : 0241-24-5722 / FAX : 0241-24-5729

編
集
後
記

新
し
い
季
節
は
な
ぜ
か
せ
つ
な
い

日
々
で

河
原
の
道
を
自
転
車
で

走
る
君
を
追
い
か
け
た
～
♪

ス
ピ
ッ
ツ
の
「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
」
は

青
春
時
代
の
一
曲
。
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
青
春
の
思
い
出
に
自
転
車
っ

て
つ
き
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

大
川
喜
多
方
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
は
車
両
が
通
ら
な
い
の
で
安
全
に

青
春
で
き
ま
す
。
平
坦
な
道
な
の
で

走
り
や
す
く
、
そ
の
分
相
手
と
会
話

も
し
や
す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
な
る
べ
く
長
い
時
間
一
緒
に
い

た
い
の
で
あ
れ
ば
、
散
歩
に
誘
っ
て

み
る
の
も
あ
り
で
す
。

大
川
喜
多
方
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
、
ぜ
ひ
青
春
ロ
ー
ド
と
し
て
使
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。（

吉
田
）
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